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小学校におけるキャリア教育第3章

第１節　小学校におけるキャリア発達
１　各学年団におけるキャリア発達のとらえ方
次の表は，平成18年11月に文部科学省から出された「小学校・中学校・高等学校　キャリア教
育推進の手引き　−児童生徒一人一人の勤労観，職業観を育てるために−」に示されているキャ
リア発達の特徴をまとめたものである。キャリア発達については，この表に基づき次のページで
示した視点で理解することが大切である。

小学校段階におけるキャリア発達の特徴

低　学　年 中　学　年 高　学　年

学校への適応 友達づくり,集団の結束力づくり 集団の中での役割の自覚,中学校への心の準備

・�あいさつや返事をする。
・�友達と仲良く遊び，助
け合う。

・�自分のよいところを見つ
けるとともに，友達のよ
いところを認め，励まし
合う。

・�自分の長所や短所に気付き，自分らしさを
発揮する。
・�異年齢集団の活動に進んで参加し，役割と
責任を果たそうとする。

・�身近で働く人々の様子
が分かり，興味・関心
をもつ。

・�係や当番の活動に取り
組み，それらの大切さ
が分かる。

・�いろいろな職業や生き方
があることが分かる。
・�係や当番活動に積極的に
かかわり，働くことの楽
しさが分かる。

・�身近な産業・職業の様子やその変化が分か
る。
・�自分に必要な情報を探す。
・�施設・職場見学等を通し，働くことの大切
さや苦労が分かる。
・�学んだり体験したことと，生活や職業との
関連を考える。

・�家の手伝いや割り当て
られた仕事・役割の必
要性が分かる。

・�作業の準備や片付けを
する。

・�決められた時間や，生
活のきまりを守ろうと
する。

・�互いの役割や役割分担の
必要性が分かる。
・�日常の生活や学習と将来
の生き方との関係に気付
く。
・�将来の夢や希望をもつ。
・�計画づくりの必要性に気
付き，作業の手順が分かる。

・�社会生活にはいろいろな役割があることや
その大切さが分かる。
・�仕事における役割の関連性や変化に気付く。
・�憧れとする職業をもち，今しなければなら
ないことを考える。

・�自分の好きなもの，大
切なものをもつ。

・�自分のことは自分で行
おうとする。

・�自分のやりたいこと，よ
いと思うことなどを考え，
進んで取り組む。
・�自分の仕事に対して責任
を感じ，最後までやり通
そうとする。

・�自分の仕事に対して責任をもち，見付けた
課題を自分の力で解決しようとする。
・�将来の夢や希望をもち，実現を目指して努
力しようとする。
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◆　小学１年生では入学以前の段階（幼稚園など）との連携を踏まえて小１プロブレムへの
対応が重視され，小学６年生では小学校卒業後の段階である中学校との連携を踏まえて，
中１ギャップへの対応を考える必要がある。

◆　人は社会における自己の立場に応じた役割を果たし，自分らしい生き方を実現しながら
生活する中でキャリアを形成する。キャリア発達をとらえるためには，「社会における自
己の立場」や発達段階において期待される役割を認識する必要がある。（p.8 参照）

◆　低学年では主に次の３点，①小学校生活に適応する，②身の回りの事象への関心を高め
る，③自分の好きなことを見付けて伸び伸びと活動する，が挙げられている。あくまでも
主な発達課題としてとらえて参考にするとともに，児童や地域の実態に応じて各学校ごと
に設定することが望ましい。（p.111 参照）

◆　中学年では主に次の２点，①友だちと協力して活動する中でかかわりを深める，②自分
の持ち味を発揮し役割を自覚する，が挙げられている。自己に関する理解や自己の生活習
慣にポイントを置いた低学年に対して，中学年では自己と他者や集団とのかかわりについ
ての発達課題が中心となることに配慮する必要がある。（p.127 参照）

◆　高学年では主に次の３点，①自分の役割や責任を果たし役立つ喜びを体得する，②集団
の中で自己を生かす，③社会と自己とのかかわりから自らの夢や希望をふくらませる，が
挙げられている。小学校においてリーダーシップを発揮する存在となる高学年では，集団
において役割や責任を果たすことが強調され，さらに社会とのかかわりを重視し，各自の
進路に夢や希望をもたせる段階であることを認識する必要がある。（p.147 参照）

◆　担当する学年団のキャリア発達のみを視野に収めるのではなく，自分の属する学年団の
前後の関係を理解することや，中学校の時期におけるキャリア発達との関連をとらえるこ
となど，時系列的な関連性を理解し，系統的な指導を行うことができるようにすることが
大切である。

２　各学校におけるキャリア発達の課題の具体的なとらえ方  

各学校でキャリア発達課題を設定する際には，既成のマトリックスを参考にして検討する学校
もあろう。しかし，大切なことは，児童や地域の実態に応じて次に挙げるような点に配慮し，各
学校の現状に合ったキャリア発達の課題を設定することである。

①�昨年度の学校評価の結果や児童の自己評価表などを参考にして，児童の実態を多面的に分
析し整理する。
②�目指す児童像や社会に求められる人間像と比較しながら，自校の児童の特徴や課題を分析
し，そこから発達課題を考える。
③�中心となる教員が（児童の実態に応じた）６年間を見通したマトリックスを作成し，それ
を基に教職員全員で，どの時期にどのような課題を設定することが適当かを話し合う。

次に挙げるのは，千葉市が作成したキャリア発達のマトリックスのモデル例である。

キャリア発達について理解しておくべき視点
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キャリア発達のマトリックスのモデル例

※�本例は，小学校学習指導要領（平成10年12月告示，15年12月一部改正）に準拠し，「児童生徒の職業観・勤労観を育
む教育の推進について（調査研究報告書）」（平成14年11月，国立教育政策研究所生徒指導研究センター）で示されて
いる職業的発達段階，発達課題，能力などをもとに，千葉市教育センターが千葉市キャリア教育モデルプランとして
平成17年に作成したものである。

千葉市キャリア教育モデルプラン（小学校版）
キャリア発達を促すために育成することが期待される具体的な能力・態度と関連する教科・領域の活動例

領域 能力 1，2年 3，4年 5，6年

人
間
関
係
形
成
能
力

◆
自
他
の
理
解
能
力

◎自分の好き（嫌い）なことをいえる
「国語」−ぼく・わたしのすきなもの
「生活」−ともだちたくさんほしいな
◎お世話になった人に感謝する
「特活」−楽しい給食
「道徳」−2-（4）日頃世話になっている
人に感謝する
「生活」−つくって出そう年がじょう
今のわたし　これからのわたし

◎自分のよいところを見つける
「特活」−自己紹介
◎自分の生活を支えている身の回りの
人に感謝する
「道徳」−2-（1）礼儀の大切さを知り，
誰に対しても真心をもって接する
2-（4）生活を支えている人々や高齢者
に尊敬と感謝の気持ちをもつ
4-（4）先生や学校の人々を敬愛し，み
んなで協力しあって楽しい学級を作る

◎自分の長所，短所に気づく
「道徳」−1-（6）自分の特長を知って短所をあら
ため長所を伸ばす
◎自分の良さをのばす方策を考える
◎話し合いなどに積極的に参加し，自分と異な
る意見も理解しようとする
「特活」−学級会（日常生活の諸問題）
「道徳」−2-（4）謙虚な気持ちをもち，広い心で
自分と異なる意見や立場を大切にする

◆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

◎返事，挨拶をする
「道徳」−2-（1）気持ちのよい挨拶言葉
遣いを心掛ける
◎「ありがとう」「ごめんなさい」がいえ
る
日常生活の中で（道徳，特活等）
「特活」−6年生ありがとうの会
◎自分の考えをみんなの前で話す
「国語」−話したいな，聞きたいな
おもちゃはっぴょう会
◎友達との仲良く遊び，学び助け合う
「生活」−あそびにいこう
「道徳」−2-（3）友達と仲良く助け合う
「特活」−1年生になって　楽しい○○
休み
「図工」−クラスのみんな
「体育」−おにあそび
「音楽」−みんなであわせよう
◎身近な人々の生活に関心をもち，積
極的に関わる
「道徳」−4-（3）先生を敬愛し学校の
人々に親しんで学級や学校の生活を楽
しくする
4−（4）郷土の文化や生活に親しみ愛着
をもつ
「生活」−がっこうたんけん・町たんけ
ん（あくしゅ大さくせん）
「国語」−めいしでじこしょうかい

◎自分の意見や気持ちをわかりやすく
表現する
「国語」−発表しよう　ポスターセッシ
ョン　話し合い
「総合」−課題研究の発表
◎友達の気持ちを考え理解しようとす
る
「特活」−学級会での話し合い活動
◎友達と協力して，学習や活動に取り
組む
「総合」他全，特に体験学習等
◎友達のよいところを見つけ，励まし
合ったり，助け合ったりする
「道徳」−2-（3）友達と互いに理解し，
信頼し，助け合う
「音楽」−友達いっぱい，みんなで合わ
せて
「体育」−ゲーム，表現
◎外国の人々の生活に関心をもつ
「総合」−外国の文化（世界の○○−居・
食・住など）
（仲間っていいな）
「道徳」−4-（5）郷土の文化と伝統を大
切にし，郷土を愛する心をもつ
4-（6）我が国の文化と伝統に親しみ，
国を愛する心をもつと共に，外国の
人々や文化に関心をもつ

◎思いやりの気持ちをもち，相手の立場に立っ
て考え，行動しようとする
「道徳」−2-（2）誰に対しても思いやりの心をも
ち相手の立場に立って親切にする
◎異年齢集団の活動に進んで参加し，役割と責
任を果たそうとする
「特活」−たてわり活動，委員会活動，校外体験
学習
小中連携による学習活動（ボランティア活動，
合同○○祭，○○練習等）
「道徳」−4-（1）身近な集団に進んで参加し，自
分の役割を自覚し，協力して主体的に責任を果
たす
◎互いに協力し，助け合う
「道徳」−2-（3）互いに信頼し，学び合って友情
を深め，男女仲良く協力し助け合う
4-（6）先生や学校の人々へ敬愛を深め，みんな
で協力しあいよりよい校風をつくる
「音楽」−ひびけハーモニー，明るい声で
「体育」−ゲーム，表現
移動教室，農山村留学
◎異文化交流を通し，異国の文化に親しむと同
時に，我が国の文化と伝統を大切にする
「道徳」−4-（7）郷土や我が国の文化と伝統を大
切にし，先人の努力を知り，郷土や国を愛する
心をもつ
4-（8）外国の人々や文化を大切にする心をもち，
日本人としての自覚をもって世界の人々と親善
につとめる
「総合」−英語活動，国際理解的課題
「社会」−世界の中の日本

情
報
活
用
能
力

◆
情
報
収
集
・
探
索
・
実
践
能
力

◎身近で働く人々の様子がわかり，興
味・関心をもつ
「生活」−大きくなあれ，がっこうたん
けん，まちたんけん
◎必要なことを集める
「生活」−かってみたいな
「国語」−さけが大きくなるまで　いき
もの図かんを作ろう

◎いろいろな職業があることがわかる
「社会」−わたしたちのくらしと商店街，
パン工場で働く人々，にんじん作りで
働く人 （々わたしのまちみんなのまち）
「社会」−安全を守る工夫
◎わからないことをいろいろな方法
（本，IT，アンケート，インタビュー，
実地踏査など）で調べ，正確な情報の
収集ができる
「総合」−インタビュー，アンケート調
査および図書，ITによる情報収集活動
（課題追究）

◎身近な産業・職業の様子やその変化がわかる
「社会」−わたしたちの生活と食量生産，工業生
産，生活と情報
◎必要な情報を適切な手段で探すことができる
総合，社会等−調べ活動
◎目的意図に応じて，集めた情報を再構築し，
効果的に伝える
「総合」−プレゼンテーション活動
「国語」−調べたことをまとめよう
「算数」−図・表に表したり，データを読んだり
する

◆
職
業
理
解
能
力

◎係や当番の活動に取り組み，その大
切さを知る
「生活」−まちたんけん
「特活」−掃除の仕方，みんなの係
◎身近な仕事に興味をもつ
「生活」−まちたんけん

◎係や当番活動に積極的に関わる
「特活」−係りの仕事
◎働くことの楽しさを知る
「道徳」−4-（2）働くことの大切さを知
り進んで働く
◎身近な生活を支える人々の仕事を理
解する
「社会」−市の仕事，工場，農業，消防，
警察

◎係・委員会活動の大切さを知り，積極的に関
わる
「特活」−学級会（係の仕事），児童会活動
◎施設・職場見学を通し，働くことの大切さと
苦労がわかる
「総合」−わが町ウオッチング
◎学んだり，体験したりしたことと，生活や職
業との関連を考える
「総合」−全般
「道徳」−4-（4）働くことの意義を理解し，社会
に奉仕する喜びを知って公私のために役に立つ
ことをする

将
来
設
計
能
力

◆
役
割
把
握
・
認
識
能
力

◎家の手伝いや割り当てられた仕事・
役割の必要性がわかる
「道徳」ー4ー（2）父母祖父母を敬愛し，
進んで家の手伝いなどをして
家族の役に立つ喜びを知る。
1ー（2）自分でやらなくてはならないこ
とはしっかり行う

◎互いの役割や役割分担の必要性がわ
かる
「道徳」ー4−（3）父母，祖父母を敬愛し，
家族みんなで協力しあって楽しい家庭
をつくる
◎日常の生活や学習と将来の生き方と
の関係に気づく
※様々な「体験活動」を通して

◎社会生活にはいろいろな役割があることやそ
の大切さがわかる
「家庭」ー楽しいひと時，近隣の人々との生活を
考える，これからの家庭生活と社会
「理科」ー人の生活と自然環境
「道徳」ー1ー（3）自由を大切にし，規律ある行
動をする
4ー（5）父母，祖父母を敬愛し，家族の幸せを
求めて，進んで役に立つことをする
◎仕事における役割の関連性や変化に気づく
「家庭」ーわたしと家庭生活

◆
計
画
実
行
能
力

◎作業の準備や片づけをする

◎決められた時間や約束を守ろうとす
る
「道徳」ー4−（1）みんなが使うものを大
切にし，約束や，決まりを守る「特活」
ー規則正しい生活　今年の抱負

◎将来の夢や希望をもつ
「道徳」ー1ー（5）正直に明るい心で元気
よく生活する
◎計画を立てることの必要性に気づき
作業の手順がわかる
※「総合」他全教育活動
「算数」ー見積もりや見通しの力を生か
す各教育学習
◎学習等の計画を立てる

◎将来のことを考えることの大切さがわかる
「道徳」ー1ー（5）真理を大切にして進んで新し
いものを求め工夫して生活をより良くする
「総合」ー見つけよう今の自分未来の自分
◎あこがれとする職業をもち，今，しなければ
ならないことを考える
「道徳」ー1ー（2）より高い目標を立て，希望と
勇気をもってくじけない努力をする

意
思
決
定
能
力

◆
自
己
管
理
・
選
択
能
力

◎自分の好きなもの，大切なものをも
つ
「特活」ーがんばっているね
◎して良いことと悪いことがあること
がわかる
「道徳」ー1ー（3）良いことと悪いことの
区別をし，良いと思うことを進んで行
う
◎必要応じてがまんができる
「道徳」ー1ー（1）健康や安全に気を付け
ものや金銭を大切にし，身の回りを整
えわがままをしないで規則正しい生活
をする規則正しい生活をする。
「特活」一学級活動「安全」「規則正しい
生活」「小遣いの使い方」など
「体育」ー健康・安全に留意して運動を
する

◎自分のやりたいこと，よいと思うこ
となどを考え，進んで取り組む
「総合」ー課題設定（自分にとって必要
な課題をとらえる）
◎してはいけないことがわかり，自制
する。
「道徳」ー1−（2）よく考えて行動し，あ
やまちは素直に改める
1ー（4）正しいと思うことは勇気をもっ
て行う
◎場面や状況に応じ，自分のとるべき
行動を考える
「道徳」ー1−（1）自分でできること自分
でやり，節度ある生活をする
「特活」ー「食育に関すること」
「体育」ー保健「健康の大切さ」

◎係活動など自分がやりたい係，やれそうな係
を選ぶ
「特活」ー学級会
◎教師や保護者に自分の悩みや葛藤を話す
※全教育活動
◎自分にとって価値ある価値あるものを選択す
る
◎場面や状況に応じ，適切な行動が出来る
「道徳」ー1ー（1）生活を振り返り，節度を守り
節制に心掛ける
「体育」ー保険「けがや病気」「食育に関すること」
「家庭」ー「私と家庭生活」「生活時間や買い物の
工夫」「これからの家庭生活と社会」

◆
課
題
解
決
能
力

◎自分のことは自分で行おうとする
「特活」ー1（2）年生になって
「生活」ーたくさんできるようになった
ね
たのしくあそぼう
「体育」ー水あそび

◎自分の仕事に対して責任を感じ，最
後までやり通そうとする
「特活」ー3（4）年生になって
「道徳」ー1ー（3）自分でやろうと決めた
ことはねばり強くやり遂げる
◎自分の力で課題を解決しようと努力
する
※「総合」他全教育活動

◎生活や学習上の課題を見つけ，自分の力解決
しようとする
※全教育活動
◎将来の夢や希望をもち実現を目指して努力し
ようとする
「道徳」ー1−（2）より高い目標を立て，希望と
勇気を持って
くじけないで努力する
「国語」ーみすずさがしの旅
「総合」ー見つけよう今の自分未来の自分

◆
生
命
尊
重
意
識

◎明るく楽しく生活する
「道徳」ー1−（4）嘘やごまかしをしない
で素直にのびのびと生活する
　2ー（2）身近にいる幼い人高齢者に温
かい心で接し親切にする
　3ー（2）生きることを喜び，生命を大
切にする心をもつ
（たいせつなじぶん）
　3ー（3）美しいものにふれ，すがすが
しい心をもつ
「国語」ー読書単元「おてがみ」等
「音楽」ーみんななかよし，みんなであ
わせて
「体育」ーボールけりゲーム
◎自然に親しむ
「道徳」ー3ー（1）身近な自然に親しみ動
植物に優しい心で接する
「生活」ーおおきくなあれ
　かってみたいな
「図工」ー土ってきもちいい

◎生命の尊さを感じる
「道徳」ー2ー（2）相手のことを思いやり
親切にする
　3ー（2）生命の尊さ感じ取り，生命あ
るものを大切にする
「国語」ー読書単元「わすれられないお
くりもの」「一つの花」等
「社会」ー人々の安全を守る工夫
◎気高さを感じる
「道徳」ー3ー（3）美しいものや気高いも
のに感動する心をもつ
「図工」ー教科書美術館
◎自然を大切にする
「道徳」ー3−（1）自然のすばらしさや不
思議さに感動し，自然や動植物を
　大切にする
「理科」ー生物とその環境

◎自他の生命を大切にする
「道徳」ー3−（2）生命がかけがえないものであ
ることを知り自他の生命を尊重する。
「国語」ー読書単元「大造じいさんとがん」「川と
ノリオ」等
「社会」ー世界の中の日本，平和な国際社会の実
現
◎畏敬の念をもつ
「道徳」ー3−（3）美しいものに感動する心や人
間の力を超えたものに対する畏敬の念をもつ
「図工」ー教育書美術館
◎自然を大切にし，環境を守る
「道徳」ー3ー（1）自然の偉大さを知り，自然環
境を大切にする
「理科」ー生物とその環境

（平成17年度修正版）
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各学校でこのようなマトリックスにまとめる際には，次のような点に留意したい。

○�発達課題は，「資質･能力･態度」であることを意識し，「○○しようとする」「○○が分かる」のよ
うに状態を示す表現にする。

○�できるだけ簡潔で具体的な表現にする。また，それぞれの内容に対して評価の視点を考えておく
ことが望まれる。

○�それぞれのキャリア発達の課題の系統性が分かるように，１年生から６年生までの全体を見通せ
るように配列する。

第２節　教育課程とのかかわりにおけるキャリア教育

１　学力向上にキャリア教育の視点を生かす取組
教科指導にキャリア教育の視点を生かすことの重要性はこれまでも多く指摘されてきたが，そ
の負担が大きいとの声も聞かれるところである。しかし，「キャリア教育の視点を生かす」こと
には，教科の内容に即したキャリア教育を行うことにより学習の広がりや自己の生き方に関する
子どもたちの考えの深まりを促すねらいがある。また，学習と将来の目標を関連付けて学習意欲
を喚起することは，学習指導要領改訂のねらいにもつながっている。
また，例えば，一週間の教育活動を考えるときに，体験とそれを深める学習を関連付ける日課
にしたり，各教科の特性と児童の実態を考えて学習意欲を喚起できるように組み合わせて日課表
を作成したりすることも考えられる。特に小学校では，すべての教科を見渡しやすい学級担任の
工夫次第で，学習効果を高めキャリア教育を効果的に推進することが可能である。
ここでは，キャリア教育を生かして学力向上を図ったある学校の取組例を基に，具体的な実践
の在り方について考えてみよう。

（１）各教科の授業や単元などのガイダンスを工夫し，目的意識を高める
授業のガイダンスでは，主に学習の目的，学習内容，学習の流れなどを説明して見通し
をもたせ，各自の学習に対する意欲を高める工夫がなされている。このとき，学習の目的
と将来の生活を関連付け，より身近な，そして将来の生活に必要な学習であることを感じ
取らせ，学習意欲をさらに高めることが考えられる。また，ガイダンスの際にはワークシ
ートを準備して教科書やノートに綴じ込ませ，適宜確認させることも大切である。次ペー
ジのワークシートはある小学校で社会科の授業の最初に行ったガイダンスの資料である。
社会科を学ぶ目的を明確にさせ，学習の必要性を強く感じさせることで学習意欲を高める
効果があった。また，教員も，指導の見通しをもつことができ，児童の興味・関心などを
把握する機会となった。
特に，学習内容と将来の生活を関連付ける際には，学年単位で研修の時間をとり，各教
科のどこに位置付けるかという観点で検討会を行うことで，教員自身の指導観の見直しを
図ることもできる。ただし，単学級のような小規模校では，一人の担任がすべての教科を
見直すことは難しいので，低学年・中学年・高学年などの学年のまとまりを生かすことや
教頭・教務部の協力を得ることも考えられる。
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（２）各教科の学習内容を吟味し，生活との関連を深める
例えば，生活科や理科の授業で地域の
自然と植物の生育環境などに視点を当て，
地域の環境を生かして生活する方法を調
べさせたり，人として地域社会でどのよ
うに生活するべきかを考えさせたりする
授業が考えられる。このような学習を意
図的に設定することで，地域や社会で生
活するために必要な資質・能力・態度を
養い，情報を収集活用する能力や意思を
決定する能力を伸ばすことにつながる。

平成○年度　第６学年社会科ガイダンス

豊かな社会生活を送り, 幸せになろう！！
学習日：平成○年４月（　　　）日　 番 氏名

１. 日本の歴史や伝統について学び，日本のよさや優れているところを感じ取ろう。
２. 国際社会と日本の政治・文化などの結びつきについて調べ，幸福な生活について考えよう。
３. 社会的事象についての理解を深め，学んだ知識や技能を生かして生活を豊かにしよう。

学習でめざすもの

時 期 学 習 内 容 主 な 活 動

４月

５月

６月

７月

９月

10月

11月

12月

１月

２月
３月

◎ガイダンス
１　日本の歴史
（１） 「むら」から「くに」へ 

米作りの開始から集団へ
（２）聖武天皇と奈良の大仏
（３）源頼朝と鎌倉幕府
（４）３人の武将と全国統一
（５）徳川家光と江戸幕府
（６）江戸の文化をつくりあげた人々
（７）明治維新をつくりあげた人々
（８）世界に歩み出した日本
（９）長く続いた戦争と人々のくらし
（10）新しい日本，平和な日本へ
２　わたしたちの生活と政治
（１）わたしたちの願いを実現する政治
（２）わたしたちのくらしと日本国憲法

★ユニバーサルデザイン

３　世界の中の日本
（１） 日本と関係の深い国々 

☆ブラジル新聞 
★EUレポート

（２）世界の平和と日本の役割

①　地域の歴史を振り返ろう
　※社会科をどうして学習するの？？？
②　 「むら」はどうしてできるの？ 
「くに」ってなに？

③　「くに」をまとめるために必要なこと
④　乱れた世の中をまとめるしくみ
⑤　武力による争いを治

おさ

めるために
⑥　江戸幕府が長く続いた理由とは？
⑦　文化とはどんなもの？
⑧　日本の近代化の歩みから学ぶ
⑨　「国

こく

力
りょく

」を伸ばすポイント
⑩　戦争の意味とその結果から学ぶ
⑪　日本の進むべき姿を考える
　※私たちにできることは何か‥？
⑫　政治ってなに？
⑬　憲法の役割と国民の義務
　※歴史と法律の関係を考えよう
⑭　ユニバーサルデザインから学ぶ福祉
⑮　国民としての在り方を考える
⑯　さまざまな国々とその結びつき
　※日本との関係を調べる
⑰　国の特徴と人びとのくらし
⑱　世界の現状（平和・食料・自然）

⑲　日本と世界との関係
⑳　私たちの生活を見直そう

〈社会科に対するあなたの考え〉
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異校種の段階に比べて，小学校においては，担任が日課表を作成する学校が多いので，こ
のような学習をすべての教科の年間指導計画に効果的に位置付ける工夫がしやすい。
第４章の120ページには第２学年の生活科の実践例として「だいすき　わたしたちのま
ち」，130ページには第３学年の総合的な学習の時間の実践例として「お店体験をしよう」，
また，166ページには第６学年の家庭科の実践例として「地域とのつながりを広げよう」
が示されている。学校の立地している地域の実態を生かした事例である。

（３）職業に関することや人の生き方に関する内容を活用する
教科書を基に，職業や仕事に関係する内容や人の生き方に関する内容を取り上げること，
学習のプロセスや社会生活における学習の意義などを考えさせ，学習に対する興味・関心
を喚起させることができる。児童が学習する内容の意義や導き出されたプロセスを考える
ことは，学習の必要性を強く感じることにもつながる。授業の視点を工夫するだけで，学
習の広がりが期待できる。例えば，教科書に載っている人物の写真を話題にして分かりや
すく解説することで，その学説や定義などがどのように導き出されたのかという興味を喚
起することにつながり，その児童の将来の職業に影響を及ぼした事例も報告されている。
それは，自主的に学習する意欲を高め，学ぶ目的を明確にもたせることで得られる効果で
ある。
第４章の154ページには第５学年の道徳の時間の実践例として「希望をもって」，162ペ

ージには第６学年の国語科の実践例として「夢に向かって」が示されている。
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２　道徳の時間にキャリア教育の視点を生かす取組
小学校学習指導要領解説道徳編の「第１章　総説�１�道徳教育改訂の要点」の⑵「第３章　道徳」
についてのイ「内容」には次のように示されている。

（ア�）「第１学年及び第２学年」においては，新たな項目として４の⑵「働くことのよさを感
じて，みんなのために働く」を加えた。この段階から，児童が身近な集団の役に立つため
に働くという社会参画への意識を育てることを意図した項目であり，（以下省略）

（イ�）「第３学年及び第４学年」においては，新たな項目として，１の⑸「自分の特徴に気付き，
よい所を伸ばす」を加えた。児童が自己の生き方を大切に考え，多様な可能性を意識しな
がら自己のよさを実現するために意欲的に取り組んでいくことが重要であるとの考えを踏
まえたものであり，・・・（中略）� �
　４の⑵においては，「進んで働く」を「進んでみんなのために働く」と改め，働くこと
による社会参画への意識を中学年なりに一層深められるようにした。�（以下省略）

（ウ�）「第５学年及び第６学年」においては，・・・（中略）� �
　また，４の⑶の項目は，「身近な集団に進んで参加し，自分の役割を自覚し，協力して主
体的に責任を果たす」とし，４の⑷の働くことの意義の理解や公共のために尽くすことな
どと関連させて，社会参画への意欲や態度に関する内容項目としての理解をしやすくした。

このように，今回の道徳教育の改訂では，キャリア教育と関連の深い内容が付加され，社会的
な自立を図るために必要な資質・能力・態度として位置付けられている。
また，道徳の時間に取り扱う内容構成の考え方は今までと同じ４つの視点からとらえ，児童の
発達の段階に応じて内容項目を分類・整理している。

「第１学年及び第２学年の内容」において
１　主として自分自身に関すること
　⑵��自分がやらなければならない勉強や仕事は，しっかり行う。� �

　この内容項目においては，自己実現のために一生懸命に生きている人などに焦点を当
て，前向きな自己の生き方についての自覚を深めさせたい。また，自分のなすべき仕事
をきちんと行うことができたときの満足感や達成感を味わわせ，がんばることができた
自分を大切にする気持ちを高めたい。この項目の学習を通して，自分で意思決定する能
力の伸長も期待できる。

２　主として他の人とのかかわりに関すること
　⑶��友達と仲よくし，助け合う。� �

　この内容項目は，友達との信頼関係と友情及び助け合いの精神を育てることをねらい
としており，人間関係を形成する能力と深いかかわりがある。ここでは，日常の生活や
学校行事などと結びつけて，友情のすばらしさを感じ取らせ，自分の交友関係を見つめ
直す題材が考えられる。

３　主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること
　⑴��生きることを喜び，生命を大切にする心をもつ。� �

　この内容項目では，生きることの根源となる生命尊重の心をはぐくむことをねらいと
している。栽培・飼育体験や季節の移ろいを実感する機会などを効果的にとらえ，命を
慈しみ，共生していくことの意味を考える場を様々に設定する。自分を大切にし，他者
をも大切に思う心をもった，生きることの意味を考えようとする子どもを育てたい。
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上記の内容項目は，「第３学年及び第４学年の
内容」，「第５学年及び第６学年の内容」の同項
目において，発達の段階に応じた内容になって
いる。これらを踏まえて道徳の時間の年間指導
計画を見直すとともに，総合的な学習の時間や
特別活動における体験と関連付けて，キャリア
教育としての効果を高めたい。

ア　計画的･発展的に行う道徳の授業
「第１学年及び第２学年の内容」においては，新たな項目として４の⑵「働くことのよ
さを感じて，みんなのために働く」が加わった。その体験的な活動の場として生活科での
「お手伝い」や学級での係活動，当番活動がある。それらの指導時期や学校行事等との関
連を見ながら，「道徳教育は，道徳の時間を要

かなめ

として学校の教育活動全体を通じて行う」
ために，道徳の時間の展開や教師の働きかけの工夫が求められる。
例えば，２年生の４月であれば学校生活にも慣れ，新しい学年になった喜びと相まって
係活動や家庭でのお手伝いなどに意欲的に取り組むことができている。２か月近く経つと
継続しにくい状態になったり，つい面倒に思ったりして困難なことを避けがちであろう。
心のどこかではよくないことと理解していても，ついそのまま見過ごしてしまっている自
分に気付いているが，なかなか変えることは難しい。このような時期に４の⑵の内容項目
の指導を位置付け，自分と向き合う時間をもつことにする。
ここでの指導で大切にしたいのは，「働くことのよさを感じさせる」ことである。資料
の登場人物の心の動きを追いながら，自分の「快」は周囲の人にとっても同じであること
に気付かせ，面倒くさいと思うときに少しがんばってやり遂げることができる自分になろ
うという気持ちを高めていく。そして，自分ががんばることが周囲の人に役立ったり喜ば
れたりするという体験や，よいと判断したことを自分から進んで行う体験へとつないで，
「やりがい」や「役立つ自分への喜び」を味わわせることが大切である。他者に喜ばれる
ことを素直にうれしいと感じられるこの時期の児童の感性に訴えて，進んで自分の役割を
果たそうとする意欲や態度を育んでいくことが重要である。

４　主として集団や社会とのかかわりに関すること
　⑵��働くことのよさを感じて，みんなのために働く。� �

　この内容項目のねらいは，仕事に対して誇りや喜びをもち，働くことの意義を自覚し，
進んで社会に役立とうとする心をもった児童を育てることにある。まさにキャリア教育
との関連の深い項目である。この解説文の中には次のような文章があることも注目した
い。「働くことの意義や役割を理解し，それを現在の自分が学んでいることとのつながり
でとらえることは，将来の社会的自立に向けて勤労観や職業観をはぐくむ上でも重要な
ことである。」
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イ　家庭との連携に学級便りを活用する
道徳の時間に学んだことを将来の実践に
つないでいくためには，家庭の協力が不可
欠である。そのため，学級便りなどを通じ
て学習の様子や子どもの反応などを知らせ
ることが多い。道徳の授業のねらいを保護
者に分かりやすく伝えることができるよう
に，書きぶりを工夫したり子どもの意見を
紹介したりしていきたいものである。
学級便りは連絡事項の伝達だけでなく，
担任の学級経営の方策にもなり得る。児童
にどのようなことを考えさせたいのか，今後何を目指していくのか，また保護者への説明
責任を果たす役割も担えるようにしたい。

第４章では，122ページには第２学年「がんばっているねわたしのしごと」，124ページには第
２学年「働く楽しさ」，142ページには第４学年「自分の長所をのばす」，154ページには第５学
年「希望をもって」，156ページには第５学年「働くことの意義」の事例が示されている。

３　総合的な学習の時間にキャリア教育の視点を生かす取組
小学校学習指導要領解説総合的な学習の時間編の「第２章　総合的な学習の時間の目標　第１
節　目標の構成」の目標の⑸には「自己の生き方を考えることができるようにすること」が示さ
れ，次の三点にまとめられている。

①�人や社会，自然とのかかわりにおいて，自らの生活や行動について考えていくことである。
社会や自然の中に生きる一員として，何をすべきか，どのようにすべきかなどを考えるこ
とである。
②�自分にとっての学ぶことの意味や価値を考えていくことである。取り組んだ学習活動を通
して，自分の考えや意見を深めることであり，また，学習の有用感を味わうなどして学ぶ
ことの意味を自覚することである。
③�①と②を生かしながら，学んだことを現在及び将来の自己の生き方につなげて考えること
である。

また，「第４章　指導計画の作成と内容の取
扱い　第２節　内容の取扱いの配慮事項」の⑶
にはボランティア活動などの社会体験を例示し
ている。ボランティア活動は，他者のために役
立つことの喜びを体得できる機会であり，キャ
リア教育とも密接なかかわりがある。
さらに，解説にはキャリア教育で培いたい�
主な能力である他者や社会とのかかわりに関す
る能力，情報活用の能力，意思決定する能力の

きれいにすると自分もみんなも気持ちいい

郷土の焼き物作りに学ぶ
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育成に関連した内容が記載されており，総合的な学習の時間はキャリア教育を取り入れやすい学
習といえる。
以下は，郷土の先人や身近な人に学び，生き方の学習につなげた事例である。

ア　�地域のために尽くした偉人やその思いを受け継ぐ人々の生き方に学ぶ� �
事例Ⅰ「塩づくりで郷土を興した先人に学ぶ」�
　本学習では，願いをもってひたむきに努力する郷土の先人や地域の人たちの姿にふれ
る活動を通して，自分の夢に向かってひたむきに努力することのすばらしさに気付かせ，
今の自分にできることを見直させたいと。すなわち，人や社会，自然とのかかわりにお
いて，自らの生活や行動について考え，社会や自然の中に生きる一員として，何をすべ
きか，どのようにすべきかなどを考えることをねらいとしている。� �
　そこで，地域に現存する塩づくりに関する史跡探検，町の塩作りに浜子として従事し
たお年寄りの体験談，豊富な塩を食文化につなげた先人の知恵と，それを後世に伝えよ
うとする地域の方々の思いにふれていくように活動を展開する。それらを通して，労を
いとわずに働くことの尊さ，仕事への誇りをもった人の強さを実感させ，前向きに生き
ることのすばらしさに気付かせていく。そのような意識の高まりの中で，ボランティア
活動の実践の場を設定する。緑化活動やボランティアなど，自分で意思決定した活動を
実行するように場の設定や支援を続けていく。それらの活動を通して，やりたいことを
かなえるのは，今の自分ができることを積み重ねていく実践力であると気付かせたい。
また，人に喜ばれることの心地よさやすがすがしさを実感させて自尊感情を高め，社会
への参画意欲につないでいくようにしたい。

イ　�働く家族の姿や思いに学び，働くことの喜びや大切さに気付く� �
事例Ⅱ「働く家族の思いや願いに学ぼう」�
　複雑多様化した現代の職業の中で，子どもたちが目にすることができる職業はごく一
部に限られている。それなのに，子どもたちが世の中にあるたくさんの職業を知る機会
は実際に職業を選択する時までにはほとんどないのが現状である。さらに，自分の親の
仕事を理解している子どもや，働いているところを見たことがある子どもも少なくなっ
ていると思われる。働く親や大人の後ろ姿を見ずに成長していく子どもたちは，何を手
立てにして働くことを理解していくのであろう。そのように考えると，子どもたちにと
って一番身近な家族から勤労観・職業観を学ぶ場を設定することは，重要なことである。�
　家族の仕事調べを通して，生きがいをもって働く家族の姿，向上心をもって努力した
り勉強したりする家族の姿，行き詰まりや壁にぶつかって悩む家族の姿など，普段とは
異なる家族の一面にふれることができる。子どもたちは，自分たちのために前向きに働
く家族の思いを知り，初めて職業としての仕事の厳しさを意識していく。その根底には
大切な家族への深い愛情があり，苦しいとき
には自分たちの存在が支えになっていること
など，家族ならではの職業観にふれさせ，家
族の絆を再確認させたい。働く家族への尊敬
と感謝の気持ちを高め，家族から生き方を学
ぼうとする学習により，その後の成長につれ
て自分もまた壁に突き当たったとき，支えて
くれる家族の存在をよりどころにすることが
できる。 「父親の働く姿」に学ぶ
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これらの事例では，身近で働く人や仕事に触れ合うことを通して，自分の仕事に誇りをもち，
生きがいを感じながら取り組んでいる人々の思いにふれることができる。そして，自分の将来の
夢や職業についてどんな力が必要なのか自ら気付き，行動を変容させていくきっかけとなること
を願い，さらに現実的な勤労観・職業観が子どもたちの心と体に生まれてくることをねらいとし
ている。
キャリア教育をめぐる誤解で多いのは，働くことに関する体験学習の実施のみをもってキャリ
ア教育であるととらえることである。体験学習をきっかけにして子どもたちが何に気付き，何を
考えていくのかを支援していくことが大切である。そのためにも，２章で述べたように学校の特
色を打ち出した全体計画の作成が重要であり，その目標に沿った事前・事後の学習活動の展開や
体験活動の場の設定が不可欠である。
また，学習を通して子どもたちが学んだことを把握し，次の活動につなぐためには，ノート・
ワークシート・ポートフォリオなどの表現物を見取り，個の状況を正しくとらえておくことが必
要である。総合的な学習の時間では全体の課題に基づき個々の課題意識に沿った個別活動を行う
ことも少なくないが，その後の報告会などにおいては学んだことを共有し，共通性の発見や一般
化など協同して成果を導いた後，自己の学びを再構築させていく。さらに，学年末や卒業前には
全体や個の学習を振り返る場をもち，凝縮ポートフォリオの製作やビデオ作成をすることも有効
である。それらの表現物は，中学校でのキャリア教育の学習資料として活用することもできる。
今回の小学校学習指導要領の改訂では，学習形態の工夫の一つに異年齢集団での学習が挙げら
れている。特に小規模校などでは，複数学年で総合的な学習の時間に取り組む場合が考えられる
であろう。その場合は，それぞれの学年の目標に基づいた個人課題の設定が大切である。異年齢
集団の中で自己の役割意識を考えたり，相手に応じたかかわり方を学んだりすることは，キャリ
ア教育で重視する自分で意思決定する能力や他者や社会とのかかわりを深める能力の育成につな
がる。
第４章では，160ページには第５学年「人生の先輩から学ぼう」の事例が示されている。

４　特別活動にキャリア教育の視点を生かす取組    
小学校学習指導要領解説特別活動編の「第２章特別活動の目標　第１節の１特別活動の目標」
には，⑴として「望ましい集団活動の
展開と望ましい集団の育成」で人間関
係の形成，⑶として「社会的な資質の
育成」で社会性の育成，⑸として「自
己の生き方についての考えを深め，自
己を生かす能力を養う」で自己の生き
方についての認識を深めることが明記
されている。また，同章第２節４⑷に
は，「特別活動は，望ましい勤労観・
職業観を育成したり，児童が自ら現在
及び将来の生き方を考えることができ
るようにしたりするなど，キャリア教
育としての役割も有している。」と記 地元の川でのカヌー体験

87



されている。
また，特別活動の改訂の要点としては，よりよい人間関係を築く力，集団の一員としてよりよ
い生活づくりに参画する態度の育成を特に重視し，それらにかかわる力を実践を通して高めるた
めの体験活動や生活を改善する話合い活動，多様な異年齢集団による活動を一層充実することが
挙げられている。このような集団活動
を通して，キャリア教育で求める能力
と考えている人間関係を形成する能力
や自分で意思決定する能力を育成する
ことが期待される。
例えば学級活動では，共通事項の⑴
イ「学級内の組織づくりや仕事の分担
処理」や⑵エ「清掃などの当番活動の
役割と働くことの意義の理解」がキャ
リア教育との関連が深い。学級という
小集団において，仕事や役割を分担し
て組織的に活動することの大切さや合
理性を体験するとともに，各自が責任を果たすことの意味について理解を深めることができる。
また，働くことで得られる満足感や集団における所属感を体感することは，勤労意欲を高めるこ
とにつながる。さらに，学級活動は，話合い活動を通して人間関係を形成したり，様々な意見を
基に適切に判断して他者とのかかわりを考えながら意思決定する能力を養ったりする格好の場で
ある。
児童会活動やクラブ活動では，学級とは違った異年齢の集団における多様な人間との触れ合い
の場を生かして，幅広い人間関係を形成する機会になる。また，一人一人の集団における役割分
担を明確にし，各々に責任を持たせて活動させ，その成果を称賛することで達成感や満足感を味
あわせることができる。このような異年齢の集団における活動には，自治的・自発的な活動を促
し，社会性を高める効果が期待できる。
学校行事では，⑷遠足・集団宿泊的行事として，「自然の中での集団宿泊活動などの平素と異
なる生活環境にあって，見聞を広め，自然や文化などに親しむとともに，人間関係などの集団生
活の在り方や公衆道徳などについての望ましい体験を積むことができるような活動を行うこと」
が明記され，人間関係を形成する能力や自己の役割認識の能力を養う効果が考えられる。さらに，
⑸勤労生産・奉仕的行事としては，「勤労の尊さや生産の喜びを体得するとともに，ボランティ
ア活動などの社会奉仕の精神を養う体験が得られるような活動を行うこと」とされており，勤労
観を形成することが期待できる。このようになキャリア教育としての効果を上げるためには，集
団における活動が有効である。

①　学級活動で人間関係形成の深化を図る取組
p.90 〜 91に示した事例は，学級活動における意見交換
をイントラネットを活用して行ったものである。この方
策により，児童一人一人が自分の意見を発信するだけで
なく，友達の意見を手軽に確認することもできた。また，
データが記録されるため後からの確認も容易であり，学

季節ごとに行う花の苗の植替

パソコン室で学習している様子
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級全体の意見を集約する際にも便利であったと報告されている。

②　クラブ活動に地域の方や保護者の参加を促す取組
異年齢集団による主体的な活動を重視しているクラブ活動であるが，職員の構成や予算の問題
などから児童の要望に応じた活動を十分に行うことが難しくなっている学校も多い。しかし，地
域の教育力を生かすという視点や地域交流の視点からも，積極的に外部講師を依頼して活動する
方法も考えられる。児童が外部の方と会話を通して積極的にかかわりながら，保護者以外の大人
との交わりにより社会性を高めることにつながる。また，多様な人とのかかわりを通して人間関
係を形成することの大切さを学ぶ機会にもなる。

三世代でのお手玉づくり
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